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トピックスⅡ

麻しん・風しんワクチン第2，3，4期接種率の低迷

2008年度から5年間の時限措置として始まった

第3期（中学1年生に相当する年齢の者：13歳に

なる年度）と第4期（高校3年生に相当する年齢

の者：18歳になる年度）の接種率が低迷してい

る。2006年度から始まった第2期（小学校入学前

1年間の幼児）の接種率も十分とは言えない。表

Iには第2期の、表IIには第3期の、表IIIには第4期

の2008年12月末現在の接種率を記載するので、

2009年3月31日までに目標の95％以上に少しでも

近づくよう、各部署の連携と、対象者への適切

な情報提供が重要である。

この結果を受けて、2009年2月に厚生労働省

（健感発第0204001号平成21年2月4日付、厚生労

働省健康局結核感染症課長通知）から文部科学

省への積極的な勧奨等について依頼が出され、

それを受けて、文部科学省（20ス学健第716号平

成21年2月20日付、文部科学省生涯学習政策局生

涯学習推進課長、高等教育局学生支援課長、ス

ポーツ・青少年局学校保健教育課長通知）から、

各国公私立大学事務局長、各国公私立高等専門

学校事務局長、各都道府県私立学校主管課長、

各都道府県教育委員会健康教育主管課長、各指

定都市教育委員会健康教育主管課長宛に「麻し

ん風しんの第2期・第3期・第4期予防接種の未接

種者に対する積極的な勧奨等について（依頼）」

の通知が出された。
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表I. 2008年度第2期麻しん風しんワクチン接種率全国集計結果 2008年12月31日現在
（厚生労働省健康局結核感染症課調査）
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表II. 2008年度第3期麻しん風しんワクチン接種率全国集計結果2008年12月31日現在
（厚生労働省健康局結核感染症課調査）
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表III. 2008年度第4期麻しん風しんワクチン接種率全国集計結果 2008年12月31日現在
（厚生労働省健康局結核感染症課調査）


